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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

８０電照ギクの無摘心栽培技術の確立

分類 ①

3)キクの12～１月出し栽培における電照方法

63～１年（完了）

電照ギクの１２～１月出し栽培における消灯後の電照方法が生育開花に及ぼす影響について検討し、

栽培技術の改善を図る°

Ⅱ試験方法

ｌ供試品種秀芳の力

２試験区の構成

試験’１２月出し栽培の電照方法（63年）試験、１月出し栽培の電照方法(１年）

（１）消灯前深夜照明（１）消灯前深夜照明

(2)消灯後2週間自然日長（２）消灯後2週間自然日長

(3)消灯後2週間自然日長､再照明1日間（３）消灯後2週間自然日長､再照明2日間、

目以降再照明3日間､早朝照明(1２目以降再照明3日間､再照明4日間

時間日長）早朝照明(12時間日長)､夕

方照明(１２時間日長）

３耕種概要

(1)さし芽時期（試験Ｉ）昭和63年８月１８日（さし穂低温処理０℃３０日間）

(試験Ⅱ）平成１年８月31日（〃）

(2)定植時期（試験Ｉ）昭和63年９月１日（試験Ⅱ）平成1年９月14日

(3)電照期間（試験Ｉ）昭和63年９月１日～10月23日（試験、）平成1年８月３１日～１１月14日

(4)消灯時期（試験Ｉ）昭和63年10月23日（試験11）平成1年11月14日

(5)電照方法消灯前．深夜照明：９月、深夜3時間１０月、深夜4時間光中断

消灯後2週間・’2時間日長：朝6:00～7:００夕17800～18:0０（光中断）

消灯後2週間目以降・再照明：消灯2週間目から深夜4時間（光中断）

(6)温度管理夜間最低13℃（消灯前1週間及び消灯後3週間、夜間最低15℃）

Ⅲ主要成果の概要

ｌ電照ギクの12月出し無摘心栽培は､消灯時の１０月下旬の日長が１２時間前後であるため補光に

よる開花促進や切花品質の向上効果は認められない。

２１月出し無摘心栽培は、消灯後2週間の花成誘導期並びに2週間目以降の花芽発育期を１２時間

日長になるように暗期の前後を補光することによって開花期が促進され、上位葉が大きくなり、

切花品質が優れる。

３再照明は消灯後2週間目から深夜4時間の光中断処理を3日間行うと舌状花率が高くなり、上

位葉も増大する。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表１２月出し栽培における消灯後の電照方法（63年）

電照方法

消灯後消灯後2週平均切花長葉数切花舌状舌状上位5葉

2週間間目以降開花日重量花数花率葉面積
月日ｃ、枚

－－－－－－｡ーー一一一一一一一一一一一一一

ｇ 枚％ｃmと

自然日長１２．２１９０．４４４．８７９．５１８６８７．０６１．５

自然再照明3日間12.22９３．５４６．０８２．０１９０９２．０８１．０

日長〃５日間１２．２５９５．０４７．２８５．２１９４９３ ８８８．０

早朝照明１２．２０９０．０４５６０８１．８１８９８８．２７６．８

．第２表１月出し栽培における消灯後の電照方法（１年）

電照方法

消灯後消灯2週平均切花長葉数花首長小花数舌状花上位5葉
2週間間目以降開花日 率葉面積

月日ｃｍ枚ｃｍ 枚％ｃｍ２

自然日長ｕ･1６９４．６５４．２１．７１９２９２．２４９．２

再照明2日間1.18101.0５３．６２．２１９６９３．４７４．８

自然〃３日間１．１９９６．６５３．４２．１２００９７．０７７．２

日長〃４日間１．２０９３．０５４．６２．４１９７９３ ９８０．６

早朝照明１．１５９４．２５３．６１．７１９７８９．３５３．２

夕方照明１，１５９１．４５２．４２．２１９９８８．９７３．８

自然日長１．１３９４．８５２．８１．８１９８８５．４６４．２

再照明2日間１．１６９９．２５１．１２．４２０１８９．６８２．２

12時間〃３日間１．１７９８．２５２．８２．０２００９３．０８７．２

日長〃４日間１．１８９５．４５４．４２．１２０１93.5105.2

早朝照明１．１２９０．０５２．２２．４２０６８４．５８５．２

夕方照明１．１２９２．２５０．２１．９２０７８５．０７８．２

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

県内の電照ギクの無摘心栽培産地の消灯後の電照方法として活用できる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

2～３月出し無摘心栽培における花成誘導期の電照方法

Ⅶ資料名

63～1年度福岡県農業総合試験場園芸研究所花き花木試験成績書
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